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【資料第２号】

令和７年度重層的支援体制整備事業の取り組みについて 

  

１ 普及啓発・周知  

 

（１）つながる相談窓口ロゴマーク作成  

ロゴマークは、相談者が持つモヤモヤ(対象も内容も多岐にわたり、複雑化している不安

や課題)を、支援者が寄り添いながら一緒に考え、少しずつモヤモヤが晴れていく様子をイ

メージしたものを採用した。 

 

▼ロゴマーク（案）             ▼ロゴマークの意図  

 

（２）パネル、ポスター、リーフレットによる「つながる相談窓口」周知 

区民への周知及び包括的支援体制の連携強化を図るため、10 月を周知月間と位置づけ、区

報ぶんきょう 10 月 10 日号による周知とプレスリリースを行い、併せてロゴマークの入った

相談窓口の目印となるパネル 2 枚とポスター、リーフレットを全ての「つながる相談窓口」

に、また区設掲示板と区民施設にポスターとリーフレットの掲出を依頼した。 

掲出後、ポスターを見た区民より 10 数件の相談が福祉政策課に入り、「つなぐシート」を

活用し、複数の相談機関※をつなぐ相談支援を実施した。 

※高齢福祉課、地域包括支援センター、子ども家庭支援センター、生活福祉課、社会福祉協

議会、保健サービスセンター等 

 

 配布箇所 配布枚数 

パネル（相談窓口の目印） 29 箇所 58 枚 

ポスター 93 箇所 123 枚 

リーフレット 94 箇所 915 枚 
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▼リーフレット 上図：表 下図：裏                      
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▼パネル                  ▼ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）区ホームページに事業掲載 

事業の意義や各事業内容、文京区の特徴的な取組等についてイラストを交えてわかりやす

く発信。帳票類や帳票類の手引き等を掲載した支援者向けのページも作成した。  

 

（５）つながる相談窓口共通ルール、つなぐシートの再周知 

  既存の区相談窓口及び区内相談支援機関において、従来の法制度に基づいた対象者以外の

方からの相談であっても、まずは“まるごと受け止めてもらう体制”を構築するため、共通

ルールや帳票類（つなぐシート等）を窓口パネル配布と同時に再周知した。  

 

▼共通ルール（一部抜粋）            ▼つなぐシート（表）  
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（１） 事業説明会、関係機関との意見交換会、つながる相談窓口の周知について  

① 令和 7 年度実績（1 月 1 日時点）                 計 12 回   

開催日  研修名  対象者  参加人数  

4 月 11 日 重層事業説明会及び意見交換会  やまて企業組合職員  2 人 

4 月 14 日 重層事業説明会及び意見交換会  
高齢者あんしん相談センター

駒込、駒込分室職員  
8 人 

4 月 15 日 重層事業説明会及び意見交換会  青少年健康センター職員  3 人 

4 月 25 日 重層事業説明会及び意見交換会  
社会福祉協議会（権利擁護セ

ンター）職員  
5 人 

5 月 13 日 重層事業説明会及び意見交換会  
障害者基幹相談支援センター

職員  
7 人 

5 月 14 日 重層事業説明会  行政職員、重層関係機関  66 人 

5 月 20 日 重層事業説明会及び意見交換会  
高齢者あんしん相談センター

富坂・富坂分室職員  
4 人 

6 月 2 日 重層事業説明会（訪問による周知）  保護司会役員  6 人 

6 月 3 日 重層事業説明会及び意見交換会  
高齢者あんしん相談センター

本富士・本富士分室職員  
10 人 

7 月 14 日 重層事業説明会  民協副会長  16 人 

7 月 23 日 重層事業説明会（訪問による周知）  

社会福祉法人連携文京区地域

公益活動ネットワーク総会職

員  

21 人 

8 月 26 日 重層事業説明会及び意見交換会  本富士生活あんしん拠点 7 人 

8 月 27 日 重層事業説明会及び意見交換会  大塚生活あんしん拠点 3 人 

9 月 2 日 重層事業説明会及び意見交換会  富坂生活あんしん拠点 4 人 

9 月 17 日 重層事業説明会及び意見交換会  駒込生活あんしん拠点 1 人 

10 月 28 日 つながる相談窓口の周知 文京槐の会 3 人 

11 月 10 日 つながる相談窓口の周知 アンビシオン文京 1 人 

11 月 18 日 つながる相談窓口の周知 マイポジション 1 人 

12 月 22 日 重層事業説明会 お茶の水女子大学 27 人 

                                                      合計 195 人  
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２ 人材育成  

（１）区職員・福祉・介護・教育・地域の担い手等への研修実施  

① 令和 7 年度実績（1 月 1 日時点）               計 1 回   

開催日  研修名  対象者  参加人数 

7 月 25 日  

第 1 回重層的支援体制整備事業研修  

テーマ：ぶんきょうチームでまるごと支援研修 

講師：特定非営利活動法人まつど NPO 協議会 

理事 阿部 剛氏  

行政職員 

社協職員  
25 人 

8 月 22 日 

第 2 回重層的支援体制整備事業研修  

テーマ：重層的支援体制整備事業を理解する 

講師：上智大学総合人間科学部社会福祉学科  

准教授 鏑木 奈津子氏 

行政職員 

地域支援者 

民生委員 

76 人 

9 月 26 日 

第 3 回重層的支援体制整備事業研修  

テーマ：地域支援者とともに 

「つなぐ」「伴走する」について考える 

講師：中高年事業団やまて企業組合  宗像 啓輔氏 

     文京区社会福祉協議会     上村 紗月氏  

金谷 翔太氏 

    ぶんたねこいしか和      高嶋 弘子氏 

行政職員 

地域支援者 

民生委員 

45 人 

11 月 17 日 

第 4 回重層的支援体制整備事業研修  

テーマ：初回面接のアセスメントと対応 

～「つなぐ」「チームをつくる」～ 

講師：杏林大学保健学研究科 地域看護学研究室  

教授 大木 幸子氏 

行政職員 

地域支援者 
32 人 

12 月 19 日 

第 5 回重層的支援体制整備事業研修 （講演会） 

テーマ：1 人ひとりによりそえる地域へ 

～ともにいる日常を育む～  

講師：NPO 法人抱樸理事長、東八幡キリスト教会牧師 

奥田 知志氏 

区内在住 

在勤 

在学中者 

94 人 

合計 272 人  

  

３ 関係機関の連携・ネットワーク強化  

① 関係機関等の視察 

重層的支援体制整備事業係る機関の視察、東大 GNRC オープンラボ 

 

②他自治体の事業視察  

     横浜市「令和 7 年度横浜市学校人権教育推進協議会総会」  
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（１）文京区重層的支援体制整備事業関係者連絡会    

令和 7 年度実績（1 月 23 日時点）   

  開催日  主な報告・検討事項等  

第 1 回  8 月 22 日（金） 
・重層的支援体制整備事業の実施報告について  

・意見交換会  

第 2 回 1 月 23 日（金） 

・令和 7 年度文京区版ひきこもり総合対策について 

・令和 7 年度重層的支援体制整備事業の取り組みについて 

・令和 7 年度受理事例について 

・意見交換 

  

（２）文京区重層的支援体制整備事業関係者連絡会作業部会  

令和 7 年度実績（1 月 1 日時点）  

  開催日  主な報告・検討事項等（重層事業に関するものを記載）  

第 1 回  4 月 25 日（金） 

・令和 7 年度重層的支援体制年間スケジュールについて  

（研修、支援会議、事業説明会等の詳細含む）  

・支援会議開催予定の事例について  

・「Ⅰ．包括的相談支援事業」に係る相談数等の集計依頼について  

・つなぐシートの活用方法について  

第 2 回  6 月 27 日（金） 

・重層的支援体制整備事業に係る統計の集計依頼について  

・令和 7 年度受理事例について  

・ぶんきょうチームでまるごと支援研修について  

・「BUNKYO つながる相談窓口」ロゴマークについて  

第 3 回 8 月 22 日（金） 第 2 回重層的支援体制整備事業研修受講 

第 4 回 9 月 26 日（金） 第 3 回重層的支援体制整備事業研修受講 

第 5 回 11 月 17 日（月） 

・第 4 回重層的支援体制整備事業研修受講 

・令和 7 年度受理事例について 

・令和 8 年度研修について 

第 6 回 12 月 19 日（金） 第 5 回重層的支援体制整備事業研修（講演会）受講 
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（４）支援会議等  

令和 7 年度実績（1 月 1 日時点）     

支援会議（モニタリング会議含む）13 回   

 

４ 相談・支援策の構築  

  積極的に地域に出向き地域団体等と顔の見える関係性を築くとともに、地域づくり事業

と関係が深い庁内外関係機関の会議等に参加し、地域資源の把握と開発に努めた。   

〇庁内 

ひきこもり等自立支援会議、要保護児童対策地域協議会実務者会議、生活支援コーディネ

ーター定例会議、ひきこもり支援従事者養成研修、教育と医療と福祉の連携と課題（文京

区障害者地域自立支援協議会主催研修）、DV 被害者支援庁内連携会議の研修、離婚前後の

家庭支援に関する知識習得研修、事業所実践報告会（障害者基幹相談支援センター主催研

修）、ケアマネジメント従事者研修、自殺未遂者等支援拠点医療機関整備事業「若者の自

殺予防」、東大看護が教える！共に学ぶ「ケア」講座、指定特定相談支援事業所連絡会

（事例検討会） 他 

〇庁外 

権利擁護支援連携協議会実務者会議、地域の子育てサポート連絡会円卓会議、子ども食堂連

絡会、本富士地区弁護士連絡会、文京区地域公益活動ネットワーク総会・防災勉強会、地域

共生社会の在り方検討会議、日本自殺総合対策学会 2025 年夏季講演会、こどものウェルビ

ーイングと地域リエゾン研修 他   


